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46 経営 論集 第46号（1997 年12 月）
ベ ン チ ャ ー の 用 語 を め ぐ っ て




危 険 を は ら ん だ
事 業 と い う 説 明 を し て い る
。
こ め 場 合 の 事 業 と は
、
経 営 学 に お け る ビ ジ ネ ス 活 動 と は 限 定 さ れ な い
で 、 困 難 な 仕 事 を 企 て か つ 大 胆 に 引 受 け る こ と と い
っ た
意 味 を 含 ん で い る
。
別 の 辞 典 に よ る と ベ ン
チ ャ ー は ビ ジ ネ ス 用 語 と し て 別 に 挙 げ て あ る
。
そ の 場 合 ベ ン チ
ャ ー
と は 危 険 も し く は 不 確 実 を 含 む
行 動 計 画 の こ と と し て あ る
。
こ れ と 同 時 に ベ ン チ
ャ ー ・ キ ャ ピ タ ル の
言 葉 も 示 し て あ る
。
こ の よ う
な 点 か ら ベ ン チ ャ ー 、 ベ ン チ
ャ ー キ ャ ピ タ ル と い う
言 葉 は 特 殊 な 用 語 で な く
、 た と
え ビ ジ ネ ス 界 に
限 ら れ る と し て も 極 く 一 般 的 に 通 用 す る 言 葉 だ と い う こ と が わ か る
。
さ ら に ベ ン チ
ャ ー は ペ ン--I*,
一 タ壬 刮i 喰i7 刄ふ の 計 画i レ まヒf/r べ ノヽ 手 、 ― か
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特 に 経 営 学 に お け る 対 象 と し て の ベ ン チ
ャ ー は ビ
ジ ネ メ ベ ソ チ
ャ ー
と 表 示 さ れ る こ と も あ る
。
（ ベ
ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス は 和 製 英 語 と す る も の も あ る ）
経 営 お よ び 経 済 用 語 の 事 典 （ 辞 典 ） に お い て （ 中 型 お よ び 小 型 の も の ） ベ ン チ
ャ ー と い
う 言 葉 を
当
っ て み る と い く つ か の こ と が わ か る2) 。
＼
（1 ） ベ ン チ ャ ー そ の も の が あ げ ら れ て い な い 。 ベ ソ チ ャ ＝ キ ャ ピ タ ル ノと い う 言 葉 な ら 示 さ れ て い
る レ こ れ は 別 名 リ ス ク キ ャ ピ タ ル 、 シ ー ド キ ャ ピ タ ル と 七 て 示 さ れ る
。
比 較 的 新 し い マ ネ ジ メ ン ト
辞 典 に は ベ ン チ
ャ ー キ ャ ピ タ ル の
見 出 七 語 さ え の
っ て い な い で 、 リ ス ク キ ャ ピ タ ル だ
け が あ げ ら れ
て い る の も あ る
。 ト
ニ(2
） ベ ン チ
ャ ー キ ャ ピ タ ル に し ろ リ ス ク キ ャ
ピ タ ル に し ろ
、 そ
の 定 義 の い く つ か を あ げ る と 次 の
よ う に な る
。 、 犬
「 伝 統 的 に は リ ス ク キ
ャ ピ タ ル と は 、
株 主 が そ の 会 社 の 破 産 と い う 危 険 を 引 受 け る 事 業 に 投 資 さ
れ た 資 本 の こ と で あ る 上 と い う が 、 こ の 中 に 社 債 、 優 先 株 、 普 通 株 の 順 に 危 険 度 が 大 き く な る と 説
明 す る
。
政 府 発 行 証 券 類 は 伝 統 的 に は 危 険 の な しヽ投 資 と 考 え ら れ て い る
。
こ う し た 初 歩 的 説 明 に
我 々 は 関 心 が あ る の で な く
、 そ こ に
使 用 さ れ て い る 「 伝 統 的 」 と い う 言 葉 で あ る
。 つ
ま り キ ャ ピ タ
ル は 企 業 活 動 に お い て も と も と 危 険 な も の で あ り 、 企 業 活 動 そ の も の が ベ ン チ ャ ー だ と い う こ と を
我 々 ぱ 読 み と る こ と が で き る
。
あ る 事 業 を す る こ と に 危 険 が な い わ け が な い の で あ っ て 、 本 来 ベ ン
チ ャ ー そ の も の だ と い う わ け で あ る
。 ニ 犬
特 に 高 い 危 険 度 を も つ 事 業 も し く は 事 情 に 投 資 さ れ た 長 期 の 利 子 付 き 貸 付 金 （ い わ ゆ る ロ ー ン ）
な い し は キ=
ヤ
ピj タ ル の こ と を 指 す と す る も の で あ る
。
こ れ を ベ ン チ
ャ ー キ ャ ピ タ ル の ほ か に エ
ク イ
テ ィ キ ャ ピ タ ル と 呼 ぶ
。 レ ノ
さ ら に こ の 定 義 に 加 え て 寸 新 事 業 が 長 期 の 成 長 の た め の 潜 在 力 を 持 つ こ と を 希 望 し て こ の 資 本 を
提 供 す る の だ が 、 そ の 提 供 主 体 は イ ン ベ ス ト メ ン ト バ ン ク 、 商 業 銀 行 、 政 府 諸 機 関 で あ る ］ と す る
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(e）ベ ンチャーといっても新規事業の開始またはそれ以前の準備に含まれる活動に当っての資金














ニューベソチャ―とい うことになる。 犬 十
（k）ベンチャーの特色を リスクであるとして特にハイリスクカンパニー（フ ァーム）などと呼ぶ
こともある・。 ＼ 犬
（1) ベンチャーの革新性、創造性などを強調することが企業家 の特色と同¬ だという表現はして
いない。それは企業家の特色、企業家精神 と同一のことかど うかはっきりしな い。 ……
もとより我 々は上述 の事柄を通してベンチ ャーの概念を把握したとは考えていない。 ましてその
ための基本的資料を欠いてい ることも よく承知している。とはいえベンチ ャー自体の説明が狭い範
囲の探索としても見出せない のには驚かされる。それで最後にあげた項目（1）に おい て我 々の理解
するベンチ ャーの意味のかなりの部分があるように思われる。 とい うことは我 々のベンチャー追究
の内容は、結局企業家性ないしは企業家精神の追究ではないかとい うことである（こう言うには早
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ビ ジ ネ スベン チ ャ ー議 論の諸 見 解 ∧
一 般には企業家 の特性および精神などを研究してベンチ ャーの本質を知ろ うとい うことは過去の
研究方法であり、しかも科学的ではないとい うことになっている指摘もある。我々はこの点につい
て相当の関心があることはいま触れたばか:りであって、これ以上語らない3）、 ％ 。 ・
最近の研究上の関心はべソチャーの産業種類と戦略の様相であ り、七 かもこのことは以前にはあ
まり扱われなかったようである。これはベンチャー研究の拡大がなされたとい うことに な る*し こ
の際にはベ ンチ ャーはニ-, ーベンチャーだとい うこ とであり、ベンチャー開始に当 っての戦略が課
題となっていることが意識されている5し すなわちベンチ ャーはベソチ ャ、キ ャピ タルだけ の こと
ではないとい うことである。= ／
ベンチャーについての新しい学問追究としてあげられるのは √「大規模および中 規模 企業 の行動
様式 が新しい、 また小規模企業にたいしても通用する ように一般化されるのかどうか」 とい うこと
である。その結論の一つ として、 ニューベソチ ヤT は資源も市場 も思いのままにな っていないので
あ り、戦略上の選択を制限されるということがあげら れる。例えば規模の経済や経験 曲線効果 のよ
うな学習方式はニューベンチャーには関 係ない ことだ とされる。ベンチャーはその場合、製品 のイ
ノベ ーショソ、創造性のあるデザイン、高品質を含めた選択を行 うべきであり、この選択の本質は
差別化戦略であるとする。 つ






で、高い業績と高い価格の販売との結びつ きを示すだけ であり、そうするならば どのべy チャ¬活
。動にもあては まることになる。さらに攻撃的 マーケティング政策と投資決定をす る企業は狭いセグ
メソトを狙 う企業 と比べて優位に立つ ことがで きるとし、この戦略はニューベンチャーにも当ては
まるとい う結論も存在す る。 ト ‥
これら結論 の違いはニューベンチ ャーは他の企業（活動）とどのようにして区 分っされるのか、
つ まりあらゆるニ ューベンチ ャーをどのようにして配列・区分するかを 明快にし てい ないことに原
因があるのは共通したことがらである。 さらに戦略とい うけ れど、ニューベソチ ャーにぱどんな戦
略があるのかについての一定 の解 明がな され ていない こ とも異な る結 果を生む 。 むろ ん我 々は
ニューベンチ ャーのタイプ化をするの1:-はないが、さし当 って戦略に関連してのニ ューペンチ ヤ｀ー




















































































































































































































「 命 題3. マ ー ケ テ ィ ン グ に 依 存 し 、 狭 い セ グ メ ン ト を 獲 得 し よ う と す る ニ ュ ー ベ ン チ ャ ー は 供
給 鎖 の 終 点 近 く に あ る こ と が 多 い
。
」( 第3 象 限) こ れ は 差 別 化 の ベ ー ス と し て マ ー ケ テ ィ ン グ と 狭
＼.、柚 郡 的 範 囲 か 壬ii田 會 気- ＿ － べ ／ヽ手 。 一 齢 臨 ・芦 喩、År の 企 忿 け 姑 迦 の 温 所 に 釦; λ 零 如 で い で
゛ ♂'tごニふTHこμJ 弓-CHμ-iA('' ＼り／IJ7ay ＝'/rT> －に日N. 心<vo － ‾丿11- ノp.,1にI!J ぶ' ―'<5V</I'/lil-L- ‾㎝ り~ ～ ゛ ―,
自 分 を 直 接 と り 囲 む 消 費 者 集 団 を 相 手 に し て 存 続 を は か る
。
そ の 点 で は 第1 象 限 の 企 業 と 似 て い る
。
競 争 場 面 で 弾 力 性 を 保 ち つ つ 専 売 的 地 位 を 設 定 す る 能 力 い か ん に よ っ て 当 該 企 業 の 成 功 は 決 る 。 他
の 多 く の 企 業 が 多 く の 製 品 も し く は サ ー ビ ス 代 替 物 を 供 給 し 、 顧 客 の タ イ プ の 多 榛 既 程 度 が 高 い か
ら 、 当 該 企 業 は 認 知 的 な 製 品 特 性 と 価 格 と を 結 び つ け る 戦 略 を と る 。 こ こ で は 供 給 鎖 の 終 点 近 く に
企 業 の 位 置 が あ る が 、 そ れ は 最 終 消 費 者 の 特 性 を 肌 に 感 じ て チ
ェ ッ ク
す る こ と が で き る こ と に な っ








































































































































































□1No.7,1990,pp.535 －557. 他 に ，Covin/Slerin/Covin,1990;Sandberg/Hofer,1987
の研究があげられているが内容は不明である。5
）戦略につ い て は， 例 えばByars,L.L.,StrategicManagement,InternationalEdition,Harper&Row,1987,pp.6
－21.においては戦略の定義をするよりも戦略は戦略的マネジメントのことだ としてい る。 その
中にはベンチ ャーを特に課題としているわけではない。敢てベ ンチ
■Vー に関連づけるとすれば，組織活動
































これに つい て，Certo,S.C./Peter,J.P.,StrategicManagement,InternationalEdition,McGraw －Hill,1990,pp.87
－98.
本論文は東洋大学井上研究資金の助成により作成したものである。
(1997年9 月25日受理)
